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* S SM調査とは、 「社会階閣と社会移動に関する調査 (SocialStratifica-
tion品Mobility)Jの略称であり、全国調査は昭和30年から 10年おきに実施
されている。昭和60年には、第4図の務査が実施された。

























































































































































































































































































































































































































1962 rマスコミ統計学j (池田ー貞と共著) 毅億審房
1965 r一般応用統計学j (小林安商・宮川武・池田一貞と共機饗) JI島
塁審盾
1973 r計量社会学入門』 森北出版
1976 r社会務査の理論と技法 1 • I1J (新陵人と共綴草野) 川島著書届
I1. 訳書喜
1974 James S. Coleman (1964) rJ態度変容モデルJ (平松閣と共訳)紀伊
鴎堅議賠
1980 Thomas J. Fararo (1973) r数理社会学 1 • I1j (安田三郎と共致
訳)紀伊図慶喜警庖
1983 John A. Hartigan (1975) rクラスター分祈J (吉田光雄・平松閥・
田中邦夫と共訳) マイクロ・ソフトウェ 7





1953 I社会学と実験J r和歌山大学学芸学部紀要JNo.2 (教育科学)、
62-88頁。
1954 I村落の凝幾度の測定についてJ (池田一貞と共著) r和歌山大学学















婆JNo. 6 (教育科学)、 96-171頁。
19580 1二十日ネズミの学習実験に対する確率過程論的研究J (池悶ー貞・
木村紀夫と共饗) r和歌山大学学芸学部紀要JNo. 7 (教育科学)、 129-
169頁。
1958b 1場の理論の数理的考察 I 一場の檎成と成悶間の相互依存性をめ
rってーJ(池田一貞と共著) r和歌山大学学芸学部紀要JNo・7(教育
科学)、 99-128頁。
1959 1潜在檎造分析(1) J (池田一貞と共審) r和歌山大学学芸学部紀
要jNo. 8 (教育科学)、 110-150賀。
















1967a r非行確率尺度J<研究ノート> r社会学評論』第18巻第2号、 126-
132頁。










1972 r消費者の腐化について ー潜在プロフ 4ール分析の適用-J rマー
ケテ 4ング・サイエンスJ6、57-69貰。
1973 r消費者の購入予定について ー展開法の適用 J rマーケテ 4ング
・サイエンスJ7、71-86頁。
1974a r近畿圏の主成分分析J (山本剛郎・浜田美俸と共蕃) r大阪大学待
兼山論議』第7号(心理学・社会学・教育学繍)、 37回 52頁。












1980. I世代閥 mover-stayer毛デJレの適用(続)J rマーケテ 4ング・サ
イエンスJ15、47-61頁。

















1961 1m. 3.人口J、磯村英一・木村武夫・孝橋正一編『釜ヶ崎 一ス
ラムの実態ー』ミヰルザ 7密房、 82-90頁(分担執筆)。








演習 FUZZY集合総の研究 教授 西国春彦
実 習 サンプリングと度数データの分析 教授 西田容彦







演習 FUZZY築合総 教授 西国泰彦
実習 サンプリングとデータ解析 教授 商隠泰彦
助教授 海野遂郎
特殊講義行動計盤学 助教授 海野道郎
演習 個人的決定と社会的決定 助教授 海野道郎






演習 I FUZZY SYSTEI翰 教授 西悶春彦




特殊講義 根互作用過程の数理解析 助教授 海野道郎
演習 社会的ジレンマの数理社会学 助教授 海野道郎
特殊講義 社会階層と社会移動 大阪大学 直井俊






演 習 I フ'1:J ~集合とその演算法 教授 西田容彦
演 習 E 行動科学研究法 教授 西国春彦
助教授 海野道郎
実習 社会事象の計震と解析 数授 商国春彦
助教授 海野道郎
特殊講義 社会統計学 助教授 海野道郎
演 習 社会的ジレンマの数理解析 助教授 海野道郁
特殊講義家族と世帯 北海道大学 三谷鉄夫
実習講演 隣村調査の諸問題について 千索大学 皆川嘉一
回~年度
普通講義統計調査法 教授 西国春彦
特殊講義 潜在変数理論の研究 教授 西田春彦
演 習 I ファクィ築合論研究 教授 商回春彦
演 習 E 行動科学研究法 教授 西国泰彦
助教授 海野道郎
実 習 社会翻査の計画と分析 教授 西国春彦
助教授 海野道郎
特殊事事幾 理論構築とデータ解析の論理 助教授 海野道郎
演 習 ゲーム理論による社会分祈 助教授 海野遊郎

























このようにして始まった交流は、それから年を経ずして、 T. J. Fararoの
hthematical Sociolo肝を訳さないか、という誘いが先生から来たときに、一
段と深まった。当時、東京工芸量大学で劫手をしていた私は、良い勉強の機会に
なると思い、喜んで引き受けた。そして、同じ研究室で勉強をしていた友人た
ちとこの機会を分かち、橋力的に毒事訳をおこなった。
1976年に、私は関西学院大学(関学)に移籍した。西田先生が当持在籍した大
阪大学へは自宅から 2時間近〈かかったが、私は先生のぜミ tニ出席し、内地留
学中の平松閣さんや助手の高橋倫也さん、数人の院生などと一緒に、因果分析
の勉強をした。テキストを巡ってJ思案をしたり議論をした後には、プレハプ作
りの学生食堂で一緒に昼食をとった。身近に接したこのゼミで、私は先生の思
考方法を、ある程度「盗むJことができたように思う。
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1978年亥から 2年間のシカゴ滞在から関学に戻ると、学部内のカリキュラム
改革や全学的な講義科目の組織などに時間がとられることになった。西田ゼミ
に出る余裕もなく、西田先生からの非常勤講師の要読者も断わって、私は関学に
閉じ込もった。それどころかかえって、教務担当の私が西田先生に、関学の非
常勤講師をお騒いすることになった。先生は授芸員時間前に余裕をもって講師控
室に姿を現L、i本むことなく凡仮面な覇軍畿をなさった。
このように西田先生にお願いをしていた私が、ある日突然、東北大学への誘
いを受けることになった。創設される行動科学研究室の活動を手伝って〈れな
いか、というのである。関学で軌道に乗った仕事在進めていた私には、当然の
ように迷いがあった。しかし、この「突然」の誘いは、種々の状況から予め想
定されたものだったし、仙台の地に数理・計盤のメッカを創ろうという先生の
意気に感ピ、私は縫にも相談せずに即答した。こうして私は、西国先生のもと
で研究室の新しい伝統を共に創りあげていくことになった。
東北大学における西泊先生の活動は、 5年間という短いものだが、おそら〈
は以前にも増して自分の窓に満ちたものだったと思われる。先生は、大阪大学
時代から模索を開始した・良幾築落に関する計量ま的研究を、研究室のメンパー
を指導しつつ、一段と発展させた。この仕惑は、講座制jがうま〈機能した一つ
の例として記憶されてよいだろう。先生は東北大学において、行動科学研究室
の初代教授として、自分の思想の下に研究・教育活動を組織化する機会に慈ま
れた。先生はここで、 「社会現象tニ対して数理的・計五量的分析を行う」という
基本方針を定め、研究室の蕃礎を築いた。
その志を引き継ごうとしている今、私は、十余年にわたる先生との交流を怒
り返り、心を新たに歩み始めようと思う。それはおそらし先生の自には頼り
な〈気がかりな歩みだろう。しかし、後の世代には、また、それなりの異なっ
た歩みが課せられているに違いない。
(付記)沼田先生の公的な側面については、拙稿「見えざる世界への
櫨糠Jr文化』第52巻0988年3月)を参照。小稿では、いささか私事
にわたる感慨を記した。御寛恕いただきたい。
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あとカ玄会一千リ千ぞrCD霊堂芸事室
西国春彦先生は、昭和63年 3月31Bをもって、東北大学を停年退官されるこ
ととなりました。
東北大学での研究生活は5ヶ年間ではありましたが、この閥に新設の行動科
学基礎論講座の初代教授としてその義礎を築かれたばかりではなし東北の社
会学に数理・計盈的7プローチという新風在、さわやかなお人柄とともにもた
らされました。私ども後進の者は、西国先生がこの地に残されたものを樋とし
て、今後のさらなる発展をはかるべく努力致します。
この小冊子は、そうした私どもの感謝の気持ちを込めて編集致しました。
西田先生には「計翠化への遊 昭和20年代、 30年代在中心にJと題する講義を
してI買ま、ここに収録することができました。
この講義の記録を言語みますと、若き日の西田先生のお姿を、そして学問への
情熱 とりわけ計量的アプローテという新たな方法を社会学に根づかせよう
とする情熱と苦闘一一在、淡々とした先生の口調のやにうかがい知ることがで
きます。私どもが今日、自にする先生のお安は、どちらかといえば悠々と研究
を楽しんでおられるように見受けられますが、その背後には学問に対する先生
の熱い思いが流れていることに気づき、改めて胸を打たれます。
また、この記録は、日本の社会学における社会調査の揺箆期に関する魔惑な
証言として読むことも出来ましょう。そして、西国先生のお名前は、この時期
の経験的社会学の先駆者の一人として、戦後の社会学史に記録されることでし
ょっ。
西田先生、そして常に先生とともにあられた奥様、妥い閥、ほんとうにお疲
れさまでした。そして、ありがとうございました。これからは、住み慣れた関
西の地に戻られて、益々、ご活躍下さい。先生と奥様のご健康とご多撃を衷心
よりお祈り申し上げます。
1 988年2月13日
西田春彦先生退官記念事業会 一向
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E記録ならびに謝辞1
西田春彦先生退官紀念事業会としましては、この小冊子の縞築・刊行のほか、
以下の事業を行いました。
1.西国先生綾終講義 「計縁社会学への道j
1988年 2月13日(土)午後 3時より
於:東北大学文学部大講義室
2.西田先生退官記念パーテ 4
1988年 2月13日(土)午後 5持30分より
於:仙台三井7ーバン・ホテル
3.西田容彦(繍饗) r幾重量集落の計量的研究』
研究室、 1988年)の綴築・刊行の支援
4.西国先生への記念品目歯呈
(東北大学文学部行動科学
これらの率重量のために、西国先生ゆかりの多〈の方々からご寄付を賜りまし
た。寄付金の一部は、趣意惑にもありましたように、西国春彦(綴議) r良重量
築落の針盤的研究jの刊行重量にあてさせて頂きました。会計報告警は後日、お
送 Eハ、たしますが、お志しをお寄せ下さった方には、この場を借りて厚〈御礼
申し上げます。
また上記の事業の実施に際しましては、東北大学文学部の多〈の先生方、な
らびに芸評務磯良の方々のご配慮、ご尽力をいただきました。さらには、行動科
学研究室の学生の諸氏には、重量翠な時間と労力を提供していただきました。残
された紙面の都合上、一人一人のお名前をあげることはできませんが、この場
において御礼申し上げる次第です。
佐藤 勉
海野道郎
長谷川計二
E事英伊
吉 雄
衛
男
博
洋邦
箇回春彦先生退官記念率重量会
世話人 E事
津
瀬
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